










や山ま ぐち ，t』主同とつ 司氏 名 口
博士の専攻分野の名称 博 士 (工 学)
学位記番号 第 1 1 033 τEコ子
学位授与年月日 平成 5 年 12 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当












第 2 章では， YBa2Cu408 (Y124) 超伝導材料の超伝導転移温度を向上させるために行った Y の Ca 置換の研究
およびこれらの材料の微細構造についての高分解能電子顕微鏡観察について述べ，特に結晶欠陥を中心に考察してい
る。
第 3 章では， Y124超伝導材料の合成方法の違いにより生じる臨界電流密度の差異を微細組織の点から検討を行い，
超伝導材料中に存在する結晶欠陥が超伝導転移温度には影響せず，臨界電流密度を向上させる効果のあることを明ら
かにしている。
第 4 章では，新たに開発した高臨界電流密度を持つ YBaCuO 材料について，その作製プロセスと材料の特性につ
いて述べている。すなわち，この材料の組織観察より，高い臨界電流密度をもたらしている磁束の移動に対するピン
止め点が材料中に含まれている非超伝導介在物であることを見いだしている。













(1) YBaZCU408 (Y124) 超伝導材料の合成方法の違いにより生じる臨界電流密度の違いが，結晶欠陥に起因する
ものであることを高分解能電子顕微鏡観察により明らかにしている。
(2) さらに， これら Y124超伝導材料中に存在する結晶欠陥は，超伝導転移温度には影響を与えず，臨界電流密度を
向上させる効果があることを見いだしている。
(3) 新たに開発した，溶融法により作製した高臨界電流密度を持つ YBaCuO 材料において，この材料中に導入した
非超伝導介在物が，磁束の移動に対するピン止め点として働き，その結果高い臨界電流密度をもたらしていること
を明らかにしている。
(4) 高分解能電子顕微鏡観察にもとづく一連の微細構造評価から，より高い臨界電流密度を実現するには，介在物を
微細化しかっ介在物と超伝導体との界面を急峻にすることが有効であることを提案している。
以上のように，本論文は酸化物超伝導材料の超伝導特性の向上について，高分解能電子顕微鏡による微細構造観察
にもとづく評価方法を提案し特に材料中に含まれる非超伝導介在物の果たす役割を明らかにするとともに，より高
い臨界電流密度を実現する上で有用な指針を与えており，応用物理学，特に，超伝導材料工学に寄与するところが大
き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
